
日　　　時 競技名 場　　所 選手名（所属） 成　　績

４月１９日（土）
　～２０日（日） 自転車

泉崎国際サイク
ルスタジアム

窪木　一茂
（和歌山県教育庁）
岡本　隼
（日本大学）
森口　寛己
（日本大学）
山本　貴洋
（県立紀北工業高校教員）
和田　力
（マトリックスパワータグ）
吉川美穂
（サイクルベースあさひ）

【チームパーシュート】
和歌山県　第２位
（窪木・岡本・森口・山本）

【個人パーシュート】
窪木　第２位
【ポイントレース】
窪木　第２位
岡本　第４位
和田　第７位
【女子スクラッチ】
吉川　第２位
【女子ポイントレース】
吉川　第４位

４月１９日（土） 陸上 石川県輪島市
丸尾　知司
（和歌山県教育庁）

１０ｋｍ競歩
第２位（４０分３５秒）
※和歌山県新記録

４月２０日（日） 陸上
ユニバー記念競
技場

鈴木　孝尚
（オークワ）

砲丸投げ
第４位（１６ｍ８８）

第８３回全日本自転車競技選手権大
会トラック・レース

第５３回全日本競歩輪島大会

第６２回兵庫リレーカーニバル

大会名等

TTTTeam eam eam eam WWWWakayama akayama akayama akayama NNNNewewewewｓｓｓｓ 【第３号：平成２６年４月２１日発行】

自転車競技と陸上競技で自転車競技と陸上競技で自転車競技と陸上競技で自転車競技と陸上競技で

成年種別の選手が活躍！！成年種別の選手が活躍！！成年種別の選手が活躍！！成年種別の選手が活躍！！

４月１９日（土）から２０日（日）に開催され４月１９日（土）から２０日（日）に開催され４月１９日（土）から２０日（日）に開催され４月１９日（土）から２０日（日）に開催され
た第８３回全日本自転車競技選手権大会トラッた第８３回全日本自転車競技選手権大会トラッた第８３回全日本自転車競技選手権大会トラッた第８３回全日本自転車競技選手権大会トラッ
ク・レースで、和歌山県チームがチームパーク・レースで、和歌山県チームがチームパーク・レースで、和歌山県チームがチームパーク・レースで、和歌山県チームがチームパー
シュートで第２位、昨年度の東京国体で優勝してシュートで第２位、昨年度の東京国体で優勝してシュートで第２位、昨年度の東京国体で優勝してシュートで第２位、昨年度の東京国体で優勝して
いる窪木一茂選手（和歌山県教育庁）が個人パーいる窪木一茂選手（和歌山県教育庁）が個人パーいる窪木一茂選手（和歌山県教育庁）が個人パーいる窪木一茂選手（和歌山県教育庁）が個人パー
シュートとポイントレースで第２位に入賞するなシュートとポイントレースで第２位に入賞するなシュートとポイントレースで第２位に入賞するなシュートとポイントレースで第２位に入賞するな
ど、和歌山県の選手が大活躍しました。ど、和歌山県の選手が大活躍しました。ど、和歌山県の選手が大活躍しました。ど、和歌山県の選手が大活躍しました。
また、また、また、また、４月４月４月４月１９１９１９１９日（土）に開催された日（土）に開催された日（土）に開催された日（土）に開催された第５３回第５３回第５３回第５３回

全日本競歩輪島大会全日本競歩輪島大会全日本競歩輪島大会全日本競歩輪島大会で、で、で、で、丸尾知司丸尾知司丸尾知司丸尾知司選手（和歌山県選手（和歌山県選手（和歌山県選手（和歌山県
教育庁）が教育庁）が教育庁）が教育庁）が１０ｋｍ競歩１０ｋｍ競歩１０ｋｍ競歩１０ｋｍ競歩でででで第２第２第２第２位位位位、４０分３５秒、４０分３５秒、４０分３５秒、４０分３５秒
の和歌山県新記録を達成しました。の和歌山県新記録を達成しました。の和歌山県新記録を達成しました。の和歌山県新記録を達成しました。
さらに、さらに、さらに、さらに、４月４月４月４月２０２０２０２０日（日）に開催された日（日）に開催された日（日）に開催された日（日）に開催された第６２第６２第６２第６２
回兵庫リレーカーニバル回兵庫リレーカーニバル回兵庫リレーカーニバル回兵庫リレーカーニバルで、で、で、で、鈴木孝尚鈴木孝尚鈴木孝尚鈴木孝尚選手（選手（選手（選手（オーオーオーオー
クワクワクワクワ）が）が）が）が砲丸投げで第４位に入賞しました砲丸投げで第４位に入賞しました砲丸投げで第４位に入賞しました砲丸投げで第４位に入賞しました。。。。

○入賞者のコメント○入賞者のコメント○入賞者のコメント○入賞者のコメント

【自転車】 窪木一茂 選手 （和歌山県教育庁）

今シーズン最初のレース、全日本という大舞台で

団体戦第２位に入賞することができて良かったと思

います。

記録も国体の大会記録にせまるタイムで、長崎国

体に向けて良いスタートがきれました。

【陸上】 丸尾知司 選手 （和歌山県教育庁）
２月にしてしまった怪我の影響で、今回のレース

は６ヶ月振りの復帰戦でした。いろいろと不安な気

持ちがありましたが、多くの方々のサポートのおか

げで自己ベストタイムで第２位になることが出来ま

した。

しかし、まだまだ記録をあげていかなければなら

ないので、感謝の気持ちを忘れず今後も精一杯頑

張っていきたいと思います。

【陸上】 鈴木孝尚 選手 （オークワ）

今季初めての大会で、記録を狙ったのですが、準

備不足で思ったような記録を投げる事が出来ませ

んでした。手応えはある試合だったので、国体に向

けて調整していきたいです。


